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1. はじめに 

Microsoft Excel（以下，Excel）は，Microsoft Wordと

ならんで，パソコンで利用される代表的なアプリケー

ションソフトウェアであろう。Excelの主な機能は，デ

ータの集計・計算を行うことであるが，手間のかかる

計算を行う場合には，Excel VBA
(1)
（Visual Basic for 

Application，以下 VBA）により計算手順をプログラム

化することができる。他方，Excelはデータベースとし

ての利用も可能であることから，その計算機能と合わ

せると，Excel のデータおよび VBA から一種のコンピ

ュータシステムを構築することができる。実際，筆者

は，これまで英単語や用語などを学習するための４択

問題学習プログラム（以下，学習プログラム）を開発

してきた。
(2) (3)

 

2010 年度には，情報処理関連の授業で紹介する様々

な用語を覚えるための学習システムを開発した。
(4)
それ

は，学生自身が入力した問題データから４択問題を自

動的に作成，表示および採点するといったものである。

また，2010 年度に実施したアンケート結果から，2011

年度には学生の問題データ入力にかかる負担を軽減し，

これに合わせて学習プログラムの修正を行ったが，ま

た新たな課題が残った。
(5) 

 以上のことから，本研究では2011年度の研究で明ら

かとなった課題に対する改善点について説明する。 

本稿の構成は以下の通りである。 

第 2 節では，本研究の学習システムならびに学習プ

ログラムの大まかな流れについて説明する。 

最後に，第 3 節では，本研究における改善点を改め

て整理して述べる。 

 

2. システムの流れ 

 本研究の対象は，学習プログラムだけではなく，こ

れを利用した学習システム全体となっている。このこ

とから，以下では学習システム全体を学習プログラム

と分けて，その流れについてそれぞれ説明する。 

 

2.1 学習システムの流れ 

2011 年度までの研究と同様に，本研究の学習システ

ムにおける主な目的は以下の通りである。 

・学生自身が問題の作成に関わることで，能動的な学

習となること 

・Excel でのデータ入力や学習プログラムの利用など，

操作に関して学生に負担をかけないこと 

・学習プログラムが自習用として質・量ともに満足で

きるものであること 

・コンピュータは，学習効果を高める手段になりうる

ことを体験によって理解してもらうこと 

以上のことから，本研究の学習システムは以下のよ

うな流れとなっている。 

 

①【教員】学習プログラムとExcelフォームの準備 

②【学生】Excelフォームに問題データを入力・提出 

③【教員】データ統合による問題データベース作成 

④【学生】学習プログラムの利用 

 

 学生が作成する問題データは，問題文とその解答（用

語）等からなり，１回の授業につき５問を課題として

作成するよう指示した。上の流れの中で，問題データ

が入力されたExcelフォーム画面を示したものが，図1

である。 

 

 
図1 Excelフォーム入力例 

 

 前の研究では，学生から提出されたExcelフォーム内

の問題データを担当教員がそれぞれコピー＆ペースト

して問題データベースを作成していた。2010 年度およ

び 2011 年度とも学生の数は 20 名以下と比較的少人数

ではあったが，教員にはこの作業が負担となっていた

ことから，本研究ではデータ統合のVBAプログラム（以

下，データ統合プログラム）を新たに開発することで，

問題データベース作成の効率化を図った。データ統合

プログラムの主な流れは以下の通りである。 

 

①データ統合プログラム（Excelファイル）を開く 

②「データの統合処理」ボタンを押す 
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③対象とするファイルを選択 

④データを指定したExcelシートに自動的に統合 

 

上記の流れの中で③の状態を示しているのが，図 2 で

ある。 

 
図2 対象ファイルを選択した画面例 

 

2.2 学習プログラムの内容 

学習プログラムの作成にあたって，まず心がけたの

は，学生が操作しやすいものにすることである。 

これにもとづいて開発した学習プログラムの主な流

れは，以下の通りである。 

 

①学習プログラム（Excelファイル）を開く 

②STARTボタンを押す 

③問題文と選択肢をランダムに取り出して表示 

④選択肢を選んでOKボタンを押す 

⑤10問目が終了したら自動的に採点結果を表示 

 

上記の流れのうち，③の状態を示したものが図 3 であ

る。 

 

 
図3 問題文画面の例 

 

図 3 において，前の研究では全ての問題からランダム

に選んでいたのに対し，本研究では選択肢をすべてテ

キストの同じ章から選ぶよう，プログラムを修正した。

これによって，以前に比べて選択に迷い学習の質が高

まるのではないかと考えた。次に，図 4 では採点結果

が表示されている。 

 

 
図4 採点結果の画面例 

 

図 4 のように採点結果を表示する一方，本研究では，

章ごとの正解率等を集計および表示するようプログラ

ムを修正した。これは，各学生が自身の苦手な分野を

把握できることを意図したものである。 

 以上で，学習システムおよび学習プログラムの説明

を終える。最後に，本研究での改善点を改めて整理し

て述べる。 

 

3. おわりに 

 本研究では，2010年度および2011年度の研究を発展

させたものとして，学習システムならびに学習プログ

ラムの改善を試みた。主な改善点は以下の３点である。 

 

１．各学生が入力した問題データの統合プログラム

を新たに開発し，問題データベース作成の効率化

を試みた 

２．４択問題の選択肢をテキストの同一の章から出

題するようプログラムを修正し，学習の質をより

高めることを試みた 

３．テキストの章ごとの正解率等を集計および表示

するようプログラムを修正し，学生に苦手な分野

を把握させることを試みた 

 

 本研究の成果は，学生に対するアンケート結果の分

析を通じて示すことができると考えられるが，アンケ

ートは2013年7月に実施を予定しているため，口頭発

表時にはその結果を報告する予定である。 
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